
夏休みの研究「社会科」（３～６年） 
自分の知りたいことや、調べてみたいことを取り上げて、夏休みに社会科の自由研究に取り組んでみましょう。 

毎日の生活の中で、「どうしてだろう」「どんなふうになっているのかな」と思うことをテーマにし、そのなぞに

迫っていきましょう。  

社会科の研究の進め方は「その場所に出かけて、自分の目で見て調べる」や「専門家やよく知っている人に話

を聞いて、資料を集め、それをもとに考える」などの方法があります。  

三島学区や岡崎のこと、地域の産業など、「自分が知りたい！」と思うことをテーマにすると楽しいです。た 

くさんの人の参加を待っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんな研究作品づくりを目指そう 

①誰も取り組んでいない独自のテーマを選んでいる。  

②足で歩いて調べ、自分の目や耳で確かめる。  

③何度も調べ、たくさんの資料を集める。 

④学区や岡崎市などの身近なテーマや調べる。  

⑤調べたことを比べたり関係づけたりして、まとめ     

てある。 

⑥調べたことの確かさをもとに自分の考えをまとめ  

る。 

 ⑦世の中の課題や今後の社会のあり方について、自  

分なりの見方や提案を示す。  

⑧自分の強い思いや願いを表す。 

過去の作品の研究テーマ 

「あばけ！渡町の七ふしぎ」 

「みんなが外出しやすい世の中へ」 

「防災とげん災について」 

「せまりくる南海トラフ大地震」 

◎研究を通して、「今」そして「これから」を見通すと

いう視点を大切に取り組もう。 

※研究のテーマや調査方法に困ったときは、担任の 

先生や中川先生（６年１組担任）に聞きに来てくださ

い。 

  

〇研究の内容   ・社会科学習 または 社会科の発展学習  

・おかざき学習（徳川家康、大樹寺、志賀重昂、石田茂作など）に関するもの  

〇まとめ方       ・学校で配付する A3の用紙 

※入選作品は岡崎市の社会科研究作品展に出品します。その場合は模造紙に清書します

ので、追って連絡します。  

※別添資料を付けるときは、ノート、ファイル、スケッチブックなどを活用しましょう 

・ノートやルーズリーフ等のみでもよい。  

〇書き方         ・「研究テーマ」「学校名」「学年」「名前」を必ず記入する。  

・学校の HP にアップされる「書き方見本」を参考にする。 

「夏休み社会科自由研究相談会」について 

○期日            ７月 21日（火）、23日（木）  

○時間            14:00～15:30  

○場所       岡崎むかし館（りぶら１階） 

○講師            平岩 大督先生 内藤 恵三先生（ともに岡崎市社会科指導員） 

○その他          ・参加希望者は、上記の時間帯に、岡崎むかし館に来てください。 

・事前の申し込みなどの必要はありません。 



 

  



 



  


